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＜連絡事項＞

・内科の三上先生より連絡あり、4/11（水）・4/25（水）お休みするとの事です。

・アルコールプログラムのゼロの会について、来週より今まで担当となっていた盛田ＣＰに変わり、小嶋ＣＰへ交替いたします。受け継ぎと患者様の説明の為､盛田ＣＰのスケジュールの都合により今週のゼロの会は、4/12（木）午後→4/13（金）午前中へ変更となります。

・4/20（金）春の会は遅番・深夜・準夜・遅番スタッフ以外の方は参加になります。業務以外で欠席する方は、4/11（水）ＡＭ8：00までに阿部ＧＯＭまで連絡をして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江様～入浴の際､タオルに石鹸をつけ体を軽く擦っている事や、脱衣場で体を拭かずにそのまま服を着ようとしている事等､入浴に関して不十分さがある為､スタッフ介入し介助を行なっています。今後の入浴時のスタッフ介助について話し合っています。

金曜日　　１６：００～　日勤スタッフ１名が介助

　　　　　　　　月・水曜日　　１７：００～　準夜スタッフ１名が介助

　　　　　　　　以上の案が出ています。担当スタッフは現在の本人の病棟生活を評価しながら検討をお願いします。

・浅野　秀子様～4/7（土）午後より発熱ありインフルエンザテスト施行し、Ａ型陽性にて個室対応し様子観察としています。3/9（月）午後には解熱され、現在も発熱みられませんが､鼻汁・咳嗽・倦怠感あり主治医へ報告し､タミフル2ｃ　2×1　2日分（4/11～4/12）臨時継続処方、ＰＬ顆粒は飲み切り止めとなっています。今後も身体症状の観察・確認を行っていきましょう。

・法霊崎　恵子様～4/9（月）作業療法時､頭痛、咳嗽、倦怠感の訴えあり途中退席されています。16：30　体温37.9℃、脈拍96回/分、体熱感あり、水分補給し安静臥床を促しています。本日の内科診察にて、本日の朝より総合感冒薬ＰＬ顆粒3Ｐ　3×1　3日分臨時処方となっています。本日は発熱ありませんが、朝食は「吐くからいらない。」と話され､促しにも拒否され不食されています。昼食は促しにてほぼ全量摂取され、嘔吐みられていません。今後も身体症状の観察･確認を行なっていきましょう。
・沢田　三朗様～4/9（月）作業療法時、頭痛、倦怠感の訴えあり途中退席されていま

す。15：00　体温38.2℃、脈拍96回/分で水分補給し安静臥床を促しています。今朝には解熱され内科診察にて内服処方はありませんが、様子観察との指示があり、本日は作業療法・プログラム欠席し安静臥床にて様子観察をしています。今後も身体症状の観察･確認を行なっていきましょう。
・滝田　英人様～右膝痛の腫脹・疼痛あり、4/3（火）よりダーゼン、ヨウフェナック服用していましたが、腫脹みられず痛み軽減している事から現在の臨時薬は飲み切り止めとなっています。今後もプログラムの取り組み状況、患部の観察･確認を行っていきましょう。

・山火　るい子様～4/6（金）鼻汁、咽頭痛の訴えあり、ダーゼン、オラドールトローチ服用していましたが、症状改善している事から飲み切り止めとなっています。今後も身体症状の観察・確認と含嗽・手洗いを促していきましょう。
＜服薬自己管理状況、評価改善案＞

・加賀谷　芙美子様～現在、服薬自己管理１日分づつ行なっています。最近、低血糖症状や下肢のつっぱり感等みられている事から今後も１日分づつの服薬自己管理で行っていきます。

・滝澤　久江様～服薬の際､時間になっても自室で横になっている事あり、スタッフ声掛けにて服用されています。今後も服薬の必要性を説明しながら声掛けをし、忘薬、誤薬等ないよう確認していきましょう。
＜Ｄｒ田名部ケースカンファ・診察報告＞

・本多　富美様～本日、16：00お父様同伴で一泊二日の外泊より帰院されています。外泊の感想としては「充実していました。掃除や洗濯をしてきました。」と落ち着いて話されています。今後について面談を行っており、お父様は本人に対して「昔から何事にも対しても真剣に向かっていく子だった。」と話し病院側に対して不満を話されていますが、本人様は今後も当院での治療を希望されており、入院継続する事となっています。個別での勉強会について、「４月中頃より開始したい。」と本人より訴えあり､担当医より検討するようにとの指示を受けています。

・加賀谷　芙美子様～4/6（金）リハビリテーションプログラム中、ドッチボールをしている際にボールが飛んできたのをよけようとして尻もちをつき転倒、頭を強く打たれています。以後、腰痛、吐気持続しており、後頭部に軽度の陥没みられています。本日、頭部ＣＴ､腰部レントゲン検査施行し、異常所見は認められない事の説明を受けています。腰痛持続している事からアスモロール100ｇ処方となっています。吐気は持続していますが､食事は全量摂取されています。後頭部､腰部の疼痛が持続している事から、本日の夕食後よりポンタール3ｃ　3×ｎｄｅ/3日分臨時処方となっています。また、準夜帯にかけて足のつっぱり感の訴えあり、予測指示の抗パーキンソン剤（タスモリン）の服用が頻回になってきている事から、本日よりタスモリン1Ｔ　1×夕食後　8日分臨時処方となっています。今後も身体症状、足のつっぱり感等の観察・確認をしていきましょう。

本人より､デキスター購入希望と共に専門医での診察を希望されている事から八戸日赤病院の内科受診予定となっています。今後､日時調整の為、御家族へ連絡する事としています。


































